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応用物理学関連における大学院教育で求められることの一つは、最前線の研究を進めて成果を生む

ことである。一方、必ずしも高度な物理や数学が得意でない大学院生にとっては、原理が単純でかつ

高度な測定ができる装置を製作し、測定に携わることが好ましい。特に、製作の過程で、装置の原理

を理解し、その中で関連する物理や数学の知識を自然と身につけられるため、大きな教育効果が得ら

れる。 

我々が今回製作した赤外フーリエ変換（FTIR）分光装置は、原理が単純で、数十万円程度の安価で

の製作が可能である。また、テラヘルツ波領域の分光測定も可能で前述の条件を満たしている。FTIR

分光装置はマイケルソン干渉計を基本として構成される．光源から放射された光はビームスプリッタ

ー（BS）によって、反射光束と透過光束に分割され、それぞれ可動鏡と固定鏡で反射した後、再結合

して干渉した光が検出器へ到達する。可動鏡で光路差を変化させ干渉光の光強度の光路差依存性をプ

ロットすることでインターフェログラムを得る．それをフーリエ変換することによって波数成分ごと

分光スペクトルが得られる。本研究では一名の大学院生と一名の学部生が

実験に加わった。テラヘルツ波領域の分光に適した FTIR の製作の前に、

ソーラボの教育キッドを用いて可視光域で動作するマイケルソン干渉計を

組み上げ干渉実験を行った。そこで干渉条件や干渉計のアライメント方法

について理解し、テラヘルツ領域の FTIR 装置の試作を開始した。テラヘ

ルツの波長領域に適した、凹面鏡、熱源、ミラー、BSなどを選定し、装置

を組み上げ、干渉条件を満たすようにアライメントした。実際の構築した

FTIR 装置を図 1(b)に示す。水分の吸収を抑えた空気乾燥機の中でマンガ二

ウム線に電圧（３V ）を印加し、可動鏡ステージの掃引距離±1000μm、ス

テップ 2μmの条件測定した。得られたをそれぞれ図 2(a)と 2(b)に示す。テ

ラヘルツ波領域において、対称的で信号強度の強いインターフェログラム

が得られ、また高い分解能で再現性の

ある分光スペクトルが得られた。学生

は、必要な原理を理解した上で解析を

行っていて、テラヘルツ領域の FTIR

装置の製作を行う中で高い教育効果

が得られたことが分かった． 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11p-PA7-25 

© 2019年 応用物理学会 01-130 1.2


